
 

 

 

 

 

 

 

 

 

只見町を含む県内の３３市町村が参加しました。今年は、只見高校パソコン部がＣⅯ作成を行い、出演者も只見高

校生徒や教員が努めました。ＣⅯは、2016年に大ヒットした「君の名は」を参考に、短いカットでテンポよく町内の美

しい風景や観光施設などを紹介する内容となっています。残念ながら入賞とはなりませんでしたが、撮影・編集まで

独自に行い、生徒達には非常に貴重な機会となりました。 

                

   

 

 

令和２年２月２８日 

No．２４５ 

福島県立只見高等学校 

住所 南会津郡只見町大字只見 

字根岸 2358 

電話 0241-82-2148 

 

只見の良さをＰＲする為に、名所や豊かな自然について撮影し、テンポの良い構成を意識したＣⅯに

しました。只見の良さを色々と撮影しながら、最終的に１５秒の内容に編集するのは大変な作業でした。

普段はテレビを身近に感じながら、画面を通しての映像を見ることは多くありますが、テレビ収録の裏

側を見ることができ、普段ではなかなか経験できない体験をすることができました。この企画から得た

ものをこれからの生活に役立てていきたいと思います。     パソコン部２年 小柴 翔天 



新人戦県大会の感想 （２年２組 目黒 京介） 

今回の大会では１回戦で負けてしまいました。自分たちの実力を最大限に発揮できずに終わってしまったの

で、もっと練習に力を入れていきたいと思います。２年生は来年度が最後の年になるので、今回の悔しさを糧

に悔いの残らないようにしたいと思います。これからも応援よろしくお願い致します。 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
【 剣 道 部 】 

第３９回福島県高等学校選抜剣道優勝大会 

 日時：１月２４日～２５日 会場：小野町町民体育館 

 １回戦  只見 １－２ 学法福島 

 

 

 

 

 
【 バレーボール部 】 

第６３回福島県高等学校バレーボール新人選手権大会 

日時：１月２５日～２６日 会場：いわき光洋高等学校体育館 

１回戦  只見 ０－２ 田村 

 
   

 

新人戦県大会の感想 （２年２組 山中 千夏） 

私達は部員３名と助っ人３名（ソフトテニス部）で県大会に臨みました。自分たちよりレベルの高い田村高校との対戦で、

会場の雰囲気に圧倒され、最初は思った通りのプレーができない部分もありました。しかし、１セット後半からは緊張感が和

らぎ、お互いにカバーし合うことで簡単にボールを落とすことなく繋げることができました。更に相手の鋭いスパイクにも対

応し、声を掛け合うことでチームの団結力も高まり、私たちが目指す粘りのバレーができたと思います。今回の大会で新たな

チームとしての課題や、個人個人の課題が見つかったので、今後は個人のレベルアップを目標に取り組んでいきたいと思いま

す。これからも応援よろしくお願い致します。 

私は（小林聖佳）、３回目の助っ人でした。しかし、初めての県大会でとても緊張しました。私の他に２人の助っ人が入り練

習時にポジション確認など色々大変でしたが、元々他の２名はバレーボール経験者という事もあり、心強く感じました。試合

では田村高校と対戦し、相手は身長が高く、凄いスパイクで圧倒されてしまい負けてしまいましたが、後半から慣れてきて、

自分たちのプレーができたので良かったです。陸上競技では経験することのできない良い経験になりました。 

大学入試センター試験に挑む 
 

１月１８・１９日に最後の大学入試センター試験が行われました。本校か

らは大学進学を目指す３年生１２名が会津大学にて試験に臨みました。まだ、

試験を控えている受験生は、体調管理に十分気をつけて、悔いの無いように

最後まで粘り強く頑張って欲しいと思います。 

センター試験結団式を実施 
１月１８・１９日に実施された大学入試センター

試験の結団式を、１月１７日（金）に本校にて行い

ました。 

 教頭先生、３学年主任から試験に向けての心構え

や激励、注意事項などの話がありました。すべての

生徒が緊張感をもって式に臨んでいました。 

 今年がセンター試験という名称で行われる最後

の試験でした。もう次年度の受験はスタートしてい

ます。1・2 年生も来年の今頃、自分がどうあるべ

きかを見据えて行動してほしいと思います。 

  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『寮長を引き受けて３年』 

奥会津学習センター寮長 新國 守 

奥会津学習センターの寮長を引き受けて３年。１年１年その大変さをヒシヒシと感じてい

ます。寮内の整備の管理はもとより、毎日の寮内全ての清掃、特にトイレは便器と床、風呂

は全て、食堂は床に細心の注意を払って清掃しています。きれいな環境を作ることが第一の

使命です。其の上で一人一人の寮生への対応があります。これがこの上なく大変な仕事にな

ります。現在４１名の寮生がおり、その一人一人の性格や日常の行動を理解していないと対

応できません。それ以外に、風邪やインフルエンザ、頭痛、捻挫等での診療所対応がありま

す。４１名の家庭の延長が寮だと考えています。但し、親御さんがなされるような事は中々

できないのが現状ですが、精一杯の対応だけは心掛けています。今年、１８名の寮生を送り

出します。個性のある子供が多く、彼らの３年間の色々な思い出は卒業後も当分忘れること

がないでしょう。笑えるような思い出だけなら良いのですが、怪我をして何針も縫ったり、

点滴対応をしたり、診療所のスタッフや医師の皆様には大変お世話になっています。３年間

の寮生活を何事も無く過ごし、人間として成長し、社会の一員として胸を張って巣立って行

けるよう我々スタッフ一同微力ながら手助けをして行きます。  

                        「厳しさと優しさでもって。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近の出来事 

 毎年、雪椿 2 月号は 1 面で 1 学年の雪像作り特集をして

いました。しかし、今年度は暖冬の影響で雪がほぼ積もって

いない状況です。（2 月上旬現在）それに伴い、高校生の雪

像作りは中止となってしまいました。滅多に見ることので

きない、雪がない只見。大丈夫かな、と少し心配になってし

まいます。 

 そのような中、まるで春のような音がグラウンドから聞

こえてきます。キャッチボールの音、選手たちの掛け声、そ

して誰よりも大きい顧問の声。この２月に野球部がグラウ

ンドで練習をしているのです。毎年２メートル以上雪が積

もっているグラウンドです。地元の方もこの光景を見て、

「信じられない！」と写真を撮っていかれました。そして、

このような現状を知ったのか、テレビの取材も来ました。福

島テレビ「サタふく 浜ちゃんぽ」のコーナーで紹介されま

した。主将のインタビューも素晴らしく、絶賛の声をいただ

きました。 



  

先輩の話を聴く会 
    1月３１日（金）に、１，２学年生徒を対象に先輩の話を聴く会が開催されました。大学・専門学校 

公務員と、各分野に進学・就職内定が決まっている３年生７名が、自分自身の体験を後輩のために語って 

くれました。１学年、２学年ともに真剣な面持ちで先輩の話に耳を傾けていました。 
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３月の行事予定 

１日（日） 卒業式 ２６日（木） 新入生オリエンテーション 

４日（水）

～５日（木） 
前期選抜 ２７日（金） 

離任式 

PTA・雪椿会合同役員会 

１６日（月） 前期選抜合格発表 

１９日（木） 終業式 

 

  

日頃からの姿勢や態度が大切だということを

先輩から教えてもらったので、日々を大切に

過ごしたいと思った。 後悔のない高校生活

にするために、今できることをコツコツ努力

していきたい。 

先輩の話を聞いて、 週末課題の提出、検定

取得、授業態度、礼儀、挨拶、苦手克服など

１年生のうちにやっておくべきことを教えて

いただいたので今から頑張っていきたいで

す。 


